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年度始めのあいさつ

記   者   会   見

日時

場所

令和６年４月３日（水）14時～

伊達市役所東棟　401・402会議室

（市民生活部生活環境課）

資料１

資料２

防災ラジオ付き自動販売機を導入 資料５

（未来政策部伊達総合支所）

まちの駅だてがオープン

まちなかタクシーの料金が変わりました

資料４

（未来政策部協働まちづくり課）

姉妹都市北海道松前町へ180本のハナモモを贈呈

移住希望者お試し滞在宿泊費支援事業がスタート 資料６

（未来政策部協働まちづくり課）

写真集「だてのひび」を発行 資料３

（総務部秘書広報課）

（市民生活部防災危機管理課）



１ 所在地

伊達市本町39番地１

２ 開館時間

午前９時～午後６時まで

３ 施設の内容

全体面積　157.33㎡（47.5坪）

芝生広場

駐車場　14台

施設平面図

　キッチン　16.56㎡（５坪）

　ミーティングルーム12.83㎡（４坪）

　ふれあいルーム66.24㎡（20坪）

　エントランスホール16.97㎡（５坪）

記者会見 資料１

令和6年4月3日

「まちの駅だて」がオープン

　伊達地域天王通り商店街の賑わいづくりと地域活性化を図るため、伊達市まちの駅
だてを設置しました。子どもから高齢者まで幅広い世代が自由に立ち寄り語らうこと
ができるまちづくりの拠点として、まちなかカフェや子どもが遊べる芝生広場、集会
施設としての機能などを備えています。
　令和６年４月21日に開所式を行い、正式オープンします。
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４ 施設の特徴

５ 開所式について

問合せ
未来政策部伊達総合支所

電話　024-583-2111

内　容 式典及びオープニングイベントを予定

日　時 ４月21日（日）　10時～11時

（４） 地域団体への会議集会場所として提供

　町内会等の会合のための貸し出し等

（５） まちなかカフェ

　週３日～５日程度、ドリンクや軽食を提供するカフェの運営

（６） レンタサイクル

　市内周遊のためのレンタサイクルの貸し出し

　手編み、ビーズなどハンドメイド作品、パン、焼き菓子、野菜の販
売など

（１） 芝生広場の設置

　子どもを外の芝生で遊ばせ、大人は施設内で見守りながら活動が
できる

（２） ふれあいルームのフリー活用

　市民が自由にくつろぎ、語らい、集まれる交流の場所として活用

（３） チャレンジショップとしての活用
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１ 一乗降の料金

２ 運行日時

３ 利用登録・予約先

４ 利用例

①

②

③

④

（１）

　・　梁川・伊達地域まちなかタクシー　TEL 527-2227

　・　霊山・月舘まちなかタクシー　TEL 586-3900

３００円（３月まで　路線により４００円～７００円）

　※　現在、２００円で利用できるエリアの料金の変更はありませ

ん。

　※運行時間はエリアにより異なります。

平日８時30分～16時30分（８月14日～16日、12月29日～１月３日を除く）

　・　ほばらまちなかタクシー　　TEL 574-4455

記者会見 資料2

令和6年4月3日

まちなかタクシーの料金が変わりました

　高齢者等の足の確保や商店街の活性化のため、市内を運行している「まちなかタク

シー」については、地域により一乗降の料金が異なっていましたが、４月１日より一

乗降の料金を統一し、より利用しやすくなりました。

月舘町の自宅（定路線以外の場所）から伊達地域の病院へ行く場合

500円 300円

　霊山まちなかエリア（霊山総合支所）

　保原まちなかエリア（まわらん処）

↓梁川・伊達まちなかタクシー
（定路線型　伊達・保原線） 500円 300円

　伊達地域医療機関

片道計 1,500円

　自宅（月舘町月舘）

３月まで ４月より

↓霊山・月舘まちなかタクシー
（区域型　月舘エリア）

↓霊山・月舘まちなかタクシー
（定路線型　霊山・保原線）

500円 300円

900円
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①

②

③

５ その他

・免許返納者への割引券交付

　

　伊達市に住民票があり、運転免許を自主返納した65歳以上の方
へ、２万円分の優待割引券を交付します。

問合せ
市民生活部生活環境課

電話　024-575-1290

（２）

　自宅（梁川町五十沢）

３月まで ４月より

↓梁川・伊達まちなかタクシー
（区域型　五十沢線） 500円 300円

　梁川まちなかエリア（梁川駅）

↓梁川・伊達まちなかタクシー
（定路線型　梁川・保原線） 400円 300円

　ほばらまちなかエリア（まわらん処）

片道計 900円 600円

　梁川町五十沢（自宅）から保原街なかのスーパーへ行く場合
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１ 配布時期

２ 配布場所

３

　・　Ｕ-プレイス伊達

「だてフォト部」とは 

　・　道の駅 伊達の郷りょうぜん

　・　伊達市観光案内所（梁川総合支所１階）

記者会見 資料３

令和6年4月3日

写真集「だてのひび」を発行

　伊達市では、「だてフォト部」のメンバーが伊達の美しい景色や何気ない日常を写

した写真を、一冊の写真集にしました。春の観光シーズンに合わせて、市内外の人が

訪れる施設に配置します。

４月４日（木）～

問合せ
総務部秘書広報課

電話　024-575-1113

　・　伊達市役所　正面出入口

　写真で地域の魅力を発信するボランティアサポーターで、現在３期生３

名と２団体（聖光学院高校写真部・伊達高校写真部）が活動中です。
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１ 「姉妹都市提携40周年記念植樹祭」開催日時

２ 会　場

３

４ ハナモモの寄贈にいたる経過

（３）　植　樹　一般参加者による植樹

　今から約200年前に、江戸幕府が松前藩を梁川領へ移封したことから松

前町と伊達市の関係が始まりました。旧梁川町と松前町との文化交流が盛

んだったことから、昭和59年に姉妹都市提携しており、合併後の平成23

年、伊達市として新たに姉妹都市提携をしました。

　桜の名所である松前町からは、旧梁川町時代から現在まで、約200本の

桜を寄贈いただいておりました。

　平成31年に松前町に20本のハナモモを贈呈後、松前町において植栽場所

等の整備がされたことから、姉妹都市提携40周年という節目の年である本

年に、180本のハナモモを寄贈することとなりました。

問合せ
未来政策部協働まちづくり課

電話　024-575-2115

松前公園（北海道松前町）

内　容

（１）　式　典　松前町・伊達市関係者、松前町児童生徒らによる代表植樹

（２）　序　幕　伊達花桃通り序幕・通り初め

４月20日(土)　午前11時20分～

　※　第76回松前町さくらまつり開幕日

記者会見 資料４

令和6年4月3日

姉妹都市北海道松前町へ180本のハナモモを贈呈

　伊達市は、旧梁川町と北海道松前町が姉妹都市の提携を行ってから40年という節目

の年に、今後の更なる交流を祈念し、松前町にハナモモ180本を寄贈します。

　ハナモモは、松前町にて開催される「姉妹都市提携40周年記念植樹祭」において、

松前公園に新設される「伊達花桃通り」に植樹されます。
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１ 設置日

２ 設置場所・台数

３

問合せ
市民生活部防災危機管理課

電話　024-575-1126

４月15日（月）

　設置セレモニー　16時～16時30分

伊達市役所本庁舎内　１台

設置者

コカ・コーラ　ボトラーズジャパン（株）ベンディング福島支店

記者会見 資料５

令和6年4月3日

防災ラジオ付き自動販売機を導入

　伊達市では、緊急地震速報が出されると自動的にラジオのスイッチが入り、ＦＭ福

島の電波を受信して緊急地震速報が放送される「防災ラジオ付き自動販売機」を伊達

市役所本庁舎１階に導入します。

　この事業は、「ＦＭ福島」と「コカ・コーラ　ボトラーズジャパン㈱ベンディング

福島支店」の協力のもと、市内初の導入となります。

地震です！地震です！

あわてずに、身の安全

を確保してください！

最大震度５弱以上または最大長周期

地震動階級が３以上と予想された場

合、自動販売機から「緊急地震速報

（警報）」が自動的に流れ、市役所

利用者に直接お知らせします。
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１ 対象者

２ 対象施設

３

４ 補助要件等

・

・

現地活動期間中に伊達市移住定住コンシェルジュとの相談を行うこと。

問合せ
未来政策部協働まちづくり課

電話　024-575-1177

福島県事業「ふくしま移住希望者支援交通費補助金」の交付を受けている
こと。

　大人２名×5,000円×５泊＝最大50,000円

記者会見 資料６

令和6年4月3日

移住希望者お試し滞在宿泊費支援事業がスタート

　伊達市では、関係人口の創出及び移住促進を図るため、移住希望者がお試しのため

本市を訪れ、現地活動に要する宿泊費用に対して補助を行います。

　本事業は令和６年度新規事業で４月１日からの宿泊費に対して補助します。

県外在住者で伊達市への移住希望者

（申請者及び同行者の２名まで申請可）

市内の宿泊施設

補助額

宿泊費用の1/2以内で１人１泊あたり5,000円を上限に補助
（５泊まで可）

【移住希望の子育て世帯（夫婦２名と子ども１名）の場合】
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